










採択番号  No.3 
平成 27年度学部学生による自主研究奨励事業研究成果報告書 
ふりがな 





























村上 正直 所属 国際公共政策研究科 







































































採択番号  No.3 
U研究経過・研究結果 
1.JAPAN CUP 
 まず、研究の経過として 7月に行われた JAPAN CUPの出場を目指した。上記の研究の手順に基
づき、U①メモリアル作成 U、U②大会での口頭弁論 Uの 2つを主として活動を行った。 
 
U①メモリアル作成 























 JAPAN CUPは 7月に東京で行われた。大学の総合順位としては、予選で終わってしまったため
に上位 3 チームに入ることもかなわなかった。また、メモリアルの順位としても原告被告双方共
に上位に食い込むことができなかった。しかし弁論者個人の順位としては、原告で 1人が 9位、
被告で 1人が 4位に入ることができ好成績が残せている。 




ション能力の向上が一定 JAPAN CUPにおいて見られた。JESSUP CUPに向けて、さらなる能力の
向上、加えてその能力を英語弁論においても反映させる訓練を積まなければならない。JESSUP 
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CUPへ向けて課題を見つけることが多かった大会となった。 
   
 
2.JESSUP CUP 
 9月に JESSUP CUPの問題発表が行われて以後、JESSUP CUPへ向けた取り組みを開始した。こ































 現在、2月に京都で行われる JESSUP CUP国内予選に向けて、上記のメモリアル作成、大会の
口頭弁論それぞれの準備を行っている最中である。 
 
